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武蔵村山市第三次環境基本計画の策定に当たって 

 

 

私たちの住んでいる武蔵村山市は、みどり豊かな狭山丘陵の懐に

抱かれたまちとして、市民の皆様とともに伝統的な文化や産業を継

承しながら発展してまいりました。 

私たちの生活は、経済活動の発展や拡大によって大変便利で豊か

なものとなりました。一方で、環境負荷低減の取組もライフスタイ

ルや事業活動に浸透しつつあるものの、地球温暖化に起因する気候

変動の影響の顕在化や本格的な循環型社会への移行、生物多様性の

確保など、取り組むべき課題は、依然として多岐にわたっています。 

こうした中で、国のカーボンニュートラル宣言や、本市を取り巻く社会・環境情勢の

変化を踏まえ、本市も令和４年９月の市議会定例会において、２０５０年までに二酸化

炭素排出量を実質ゼロとする「ゼロカーボンシティ」の実現を目指すことを宣言しまし

た。これらの脱炭素に向けた動きや資源循環、生物多様性などの環境施策を一体的に推

進していくため、令和８年度から令和１７年度までを計画期間とする武蔵村山市第三次

環境基本計画を策定いたしました。 

本計画は、環境との調和を図りながら持続可能な社会を実現し、市民の皆様が心身と

もに健康で安心して暮らせる社会を築くことを目指すものです。その実現のためには、

一人一人の環境へ配慮した行動が重要です。省エネ活動や食品ロスの削減、自然環境を

守るための行動など、私たちにできる取組は身近なところにたくさんあります。こうし

た取組を市民、事業者、行政が協働して進めることで、持続可能な未来への歩みを進め

ることができると確信しております。 

今後も引き続き、環境保全等に関する取組を推進し、本市が目指す望ましい環境像「一

人一人が環境を考え 安心で快適に暮らせるまち むさしむらやま」の実現に向けて努

力していく所存でございますので、皆様のより一層の御理解と御協力をお願い申し上げ

ます。 

結びに、本計画の策定に当たり御尽力をいただきました「武蔵村山市環境審議会」の

委員の皆様をはじめ、貴重な御意見や御協力をいただいた市民、事業者の皆様に心より

感謝申し上げます。 

 

 

令和８年３月 

                 武蔵村山市長   
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